第4学年　道徳学習指導案
１　主題名　ふるさとのために　４―(５)　郷土愛
２　資料名　安城が原の水（出典　「明るい心」４年）
３　主題設定の理由
　⑴　ねらいとする価値について
　　自分の育った郷土を大切にする気持ちを育てることは、周りの人々と協力して、よりよい生活をつくっていくことにつながる。しかし、そこで生活する自分にとっては、当たり前の環境であり、ふだんから大切にして、自分たちの力で更によくしていこうとする気持ちは、意識されることが少ない。そこで、道徳の時間に郷土に対して目を向けさせ、郷土に生きた人々の情熱を知る中で、郷土を愛する心を育てるとともに、自分たちの力でよりよくしようとする態度を育てていきたい。
　⑵　子供の実態について
　　　社会科の授業で、これまで地域やそこに住む人々の生活を見つめたり、努力したりしている姿から地域社会の仕組みを学ぶ学習を進めてきた。その中で、自分にできることをしようとごみの分別などに積極的に取り組み始めた子供たちの姿が見えた。そこで、この時期、郷土をよりよくしようと努力した先人たちについて学んでいる子供たちに、「安城が原の水」という資料を与えることで、どの地域でもその地区の発展のために努力した人がいることに気付かせたいと考えた。資料を考える中で自分たちの地域の発展を関係付けることで、地域の人々の生活や知恵に関心が向き、自分たちの郷土の歴史をより深く考えようとする心が生まれることを期待する。この資料からの学習や社会科の授業、地域の人々とのふれあいを通して、郷土を大切にする心を育てたい。
　⑶　資料について
　　本資料は、都築弥厚が郷土を愛するが故に非常な努力を払って郷土のために尽くそうとする姿が描かれている。子供たちに弥厚の生き方にふれさせることで、彼の行動への共感や感動を高めるとともに自分の育った郷土の尊さを自分なりに分からせるようにしたい。
まず、弥厚の言動や考え方を通して、郷土にかける深い愛情について分からせ、村人の苦しみを救うための決意が村人たちの反対を受け、つらい気持ちになると同時に、より一層郷土の発展を強く願う弥厚の気持ちに共感させていきたい。次に、長い年月の中で、妨害や悪口などに遭いながらも、郷土を思う弥厚の愛情を深く感じ取らせる。最後に、財産を使い果たし、用水もできないまま世を去る中で、それでも郷土を思う弥厚の愛情に目を向けさせ、郷土を大切にしようとする心情を高めていく。
４　本時のねらい
　　郷土の先人の努力を知り、文化と伝統を大切にし、郷土を愛する気持ちを育てる。
５　本時の展開
	
	学習活動　主な発問と予想される子供の反応
	指導上の留意点

	導入
	①この地域における現在の災害の様子を発表する。
台風で大きな被害はあったのかな
　・豊川の水があふれたけど、大きな被害はなかったよ。
　・風がすごくてビニールハウスはこわれたよ。
　・命に危険はなかったよ。

	○豊川の左岸が氾濫している写真を見せて、洪水の怖さを知らせる。
○社会科の学習と絡めて、豊川放水路ができてから、洪水がないことをおさえ、展開へ移る。

	展開
	②資料を読む。
○読んで思ったことを道徳ノートに書く。
　・命が終わるまで、水を引こうとしてすごいな。
　・みんなのために自分のお金を差し出すなんて、立派な人だ。
③資料を読んで話し合う。

　・水を引いて、豊かな土地をつくりたい。
　・みんなのためにやらなければならない。
　・今は大変だけど、いずれ自分の気持ちは分かってもらえる。
　
　・待ちに待っていたぞ。うれしい。
　・遅すぎる。もう無理だ。

　・残念だ。用水を完成させたかった。
・このままでは、村は水がないままになってしまう。心配だ。
・自分は無理だったが、次の人にこの心を受け継いでもらい
たい。
④地域のために努力している人について話し合う。
　・土日にサッカーの指導をしてくれるコーチ。
　・公園のごみを拾ってくれるおばあさん。
	○自由に書かせ、後にノートを見返した時に、自分の心情を思い出せるようにしておく。
○妨害されながらも、測量調査を続けたのは、弥厚の郷土を思う気持ちの深さからであることに気付かせる。
○財産や命まで引換えにした弥厚の行為に感動させるとともに、やっと届いた知らせに心躍らせる弥厚に共感させたい。
○全てを投げ出したにも関わらず、夢をかなえられなかった無念さをつかませるとともに、郷土にかける弥厚の思いの深さを感得させたい。
○今も、地域のために努力している人がたくさんいることに気付かせ、郷土への愛着を高めさせる。


	終末
	○　教師がこの地域を守った人々の話をする。
・この地域の人たちが、洪水から町を守るために、どのような
工夫をしていたのかを話す。
○自分の心に残ったことを道徳ノートに書く。
・自分の心のことを書いていくようにする。
	○弥厚と同じように郷土を守りたいと願い、活動した人々の話をすることで、自分も地域を大切にしようとする気持ちを高める。


６　評価
　　友達と話し合う中で、郷土に対する自分なりの思いをもつことができたか。
　
測量中、村人に石を投げられたり、竹やりで脅されたりしても、弥厚が続けたのは、どんな気持ちからでしょう





亡くなる寸前に、「用水路を開くことを許す」という知らせを聞いた弥厚はどんな気持ちになったでしょう





世を去る時の弥厚はどんな気持ちだったでしょう





わたしたちの周りにも、地域のために尽くしている人はいますか








